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市 会 じ 方l

0 〇
町 △ 諸
、 債 6 収

12月定例会は 6 日に招集され、 16日までの 11日間

開催されました。
補正予算をはじめ、 条例の改正や専決処分、 町村

合併 に伴う規約の変更及び協議事項など、 また人事

案件を含め議案33件が上程され、 原案のとおり可決、
承認されました。
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の 日 つ の で 正 役 で 外 た 等 速遠
賀
霊
園
条
例
の
一
部
改
正

で

｢
組
織
･

機
構
の
見
直
し
｣

置 つ 達 代 す 事　 　
　

、
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一
般
質
問

す
る
。

の

議
員
)
行

財
政
改

革
を
進
め

る
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

国
辱
自
立

推
進
計
画
を

実

今
後
と
も

地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
考
え
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
精
神
で
参

加
で
き
る

イ
ベ
ン

ト
を
集
約
し
て
い
く
。

施
設

運
営
の
見
直
し
で
の

指
定
管
理
者
制
度
は
、

図
書

館
を

腿
年
度

実
施
に
向
け
、

蛇
月
議
会
に
図
書

館
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
止
す
る
条
例
を

提
出
し

て
い
る
。

外
部

委
託
の

見
直
し
は
、

現
住
検
討
中
で
あ
る
。

財
産
に
つ
い
て
は
、

活
用

可

能
な
も
の
、

そ
う
で
な
い

も
の
と
の

整
合
を
整

理
し
て

い
る
。

事
務
事
業
の
評
価
制
度
で
は
、

財

源
及
び
人
材
を

必
要
な
と

こ

ろ
に
効
率
良
く

配
分
し
、

可

能
な

限
り

負

担
増
を
伴
な

わ
ず
、

サ
ー
ビ
ス

水

準
を
維

持
す

る
た
め
に
、

事
務
事
業

の

｢
妥
当
性
･

必
要
性
.

有

効

性
･

経
済
性
･

効
率

性
･

公
平

性
“

な
ど
の

観
点
か
ら

そ
れ

ぞ
れ
の
基

準
を

設
け
、

事
務

事
業
の
評
価
を

毎
年

行

う
制
度
を

導
入
す

る
た
め

現

在

検
討
を

進
め
、

逮
年
度
か

ら

め
年
度
ま
で
は

試
行
し
、

盟
年
度
か
ら
本

格
的
に

実
施

凝
議
鬱し

自
立
推
進
計
画

℃
の
大
綱
に
つ
い
て

主推進施策10の大綱 恭 …

の実施進捗状況を示せ !

議
員
)
“
年
度
中
に
実
行
さ

れ
る

項
目
及
び
聡
年
度
か
ら

実
行
さ
れ
る

項
目
の

進
捗
状

況
を
水
せ
。

施
に
移
す
に
は
、

長
い

時
間

か
か
る
か
も
し
れ
な
い

が
、

あ
る
程
度
の
年

次
を
切
り
な

が
ら
、

出
来
る
も
の
と
出
来

な
い
も
の
を
考

慮
し

実
施
し

て
い
く
。

議
員
)
国
策
の

三
位
一
体

改

革

が
現
時
点
で
お
ぼ
ろ
げ
な

国
辱
組
織
‐

機

構
の
見
直

黎宇計画 プ ラ レ と t て # 森す る

^‐
~"さぞきざきき"箋蚕だき対き 煕 轉

　　　　　　　　 　　　　　　軒
- を 、 匙ニ ネ‐ ゞ

-
~ さ さ 蕁

せもし ろ う

田平 征四郎 議員員

せ

　　
　
　

18年度実施の推進計鴎 は 3 目 に

し
案
は

蟷
月

議
会
に
上
程
し

て
い
る
。

特
別

職
の
定
数
及
び
報
酬

等
の
見
直
し
は
、

既
に
実
施
し
、

議
会

議
員
の

定
数
は
、

次
期

改
選
よ
り

2
名

減
の

=
名
と

な
り
、

4
役
の
報
酬
は
、

7

月
か
ら

2
･

5
%
減
額
。

補

助
金
の
見
直
し
は
、

野

年

m
月

n
H
付
で

遠
賀
町
補

助
金
等
交
付
基
準
を
作
成
し
、

適
切
な

運
用
を
図
る
た
め

検

討
中
で
あ
る
。

逮
年
度
か
ら

実
施
、

ま
た

試
行
す
る

推
進
計
画
は
、

各

大

綱
を
よ
り
具
体

的
な
内

容

で

取
り

ま
と
め
た
上
で
、

3

月
に

集
中
プ

ラ
ン

と
し
て

議

会
に
公
表
す
る
。

行

政
委
員
会
･

付
属
機
関

等
の
見
直
し
は
、

現
住
そ
れ

ぞ
れ
の
所
管
で
検
討
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン

ト
の

見
直
し
は
、

綱鉄m　施進　･豆

が
ら
見
え
出
し
た
け
れ
ど
も
、

号

ま
だ
ま
だ
不
透
明
で
あ
る
。
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地
方

交
付

税
は
、

毎
年
減

り

額
さ
れ
て
い
く
し
･

町
財
政

は

き
壽
"

　

　

　
　　
　

の
歳
入
も
期
待
で
き
な
い
。

そ
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、

悠
長
に

や
っ

て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
。

ピ
ッ

チ
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

難
し
い
問

題
は
、

山

積
し

て
い
る
と

思
う
が
、

自
信
を

も
っ

て
こ

の

改
革
を

断
行
さ

れ
た
い
。



→翻
倒
▽
三

位
一

体
改

革
で

町

フ
ラ
ッ

ト
化
を
目
指
す
も
の

N̂NA--¥¥NNトコしく""
18旧
年
度
予
算
編
成
に
お
け
る

で
あ
る
。

財
政
に
及
ぼ
す
影

響
に
ど
の

よ
う
な

形
で
対

応
し
て
い
る

の
か
。

自
立
推
進
計
画
と
の
整
合
性
は

ぎ調訓じ
町
づ
く
り
の

課
題
解

決
に
向
け
た

企
画
立
案
、

総

合
調
整

部
門
の
強
化
は
図
ら

れ
る
か
。

回
り
国
の

事
業
の

実
態
が

詞
砂
逮
年
度
予
算
編
成
で
･

自
立

推
進
計
画

(
以
下

｢
本

計
画
一

)
と
の

整
合

性
は
と

れ
て
い
る
の
か
。

変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

町
の

財
源
を
使
わ

ず
国
･

県
の

所

管
で

実
施
す
る
よ
う
関
係

部

署
に

常
に

要
望
陳
情
を
し
て

い
る
。

回
り
産
業

振
興
を
含
め
た

ソ

フ
ト
部
門
の
専
門
部
署
や
、

企
画
係
･

都

市
計
画

係
･

産

業
振
興
係
で

総
合

企
画
立

案

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

更
に

駅
南
開

発
に
も
新

室

酋
鬱
本
計

画
と
の

髮
禄

方針 と ぃ う砲蒸 の字 で

対
一
言

　　　
　　

　　
　
　

　
　　

　
　　　
　
　
　

色 々 な掌# を進 め て ぃ る

員議
&
達
繞
峯

を

取
る
よ
う
に

職
員
に
周
知

識ゞ罰則)
本
計

画
に
伴
い
、

住

と

"

　　　
　

今後の方策は何か

徹
底
を
し
て
い
る
。

3議
員/)第
4
次
総
合
計
画
と
は
･

民
説
明
会
で
の

意
見

要
望
は

ど
の
よ
う
な
形
で
リ
ン
ク
さ

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

を

新
設
し
、

強
化

が
図
ら
れ

号

る
部
分
と
考
え
る
。

99

酋
鬱
新
し
い
町
づ

く
り
の

せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

劍
岡
鰡
浜

国
5
喚
昂
画
、

ま
た
5

ふ誠司日刊)
従
来
の

組
織
で
問
題

り

点
と

今
回
実
施
す
る

機
構
改

嶽

革
の
大
き
な
違
い
は
な
に
か
。

会

團
↓
現
在
の

情
勢
か
ら

み

臆

て
機
能
的
に
動
く
か
ど
う
か
、

賀

町
の

方
針
と
町
づ
く
り
の
キ

遠

方
向
を
見
出
し
、

4
つ
の

基

本
方

針
に
向
け
て

取
り

組
ん

で
い
く
。

ヵ

年
の
計

画
の
中
で
う
た
わ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は

事
業
を
推
進
す
る
。

樹
話
騒
が
き
き
き

実
行
に
つ
い
て

ご誠融劃円)
歳
入

増
を
図
る
方
策

と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の

が

あ
る
か
。

ー
に
な
る

部
分
を

機
能
的
に

動
か
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
と

い
う
と
こ

ろ
が
、

従
来
と
は

違
っ

た
形
と
し
た
。

ム翻
倒刊)
事
務
事
業
を
効

率
的

酋
鬱
5
カ

年
先
に
人

房

ミニ
態
諾

　
　

　
　

増
と
、

法
人

税
な
ど
の

収
入

が
上
が
る
よ
う
な
町
づ
く
り

計
画
を
現
在
立
て
て
い
る
。

に
推
進
す
る
た
め
、

各

課
の

業
務
内

容
や
執

行
部
の
あ
り

方
は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

ゴ詞劃
シ
1 8
年
度

予
算
編
成
で

酋
鬱
今
回
の

機
構
改
革
の

※
4
つ
の
基
本
方
針

①
人
u
増

②
少
子
化
対
策

③
福
祉
の
充
実

福
祉
、

教
育
関
係
の

予
算
は

一
つ
は
、

主
に

都
市

計
画
、

産
業

課
な
ど
の

技
術
員
の

一

元
化
と
、

も
う
一
つ
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

事

務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
に
、

平

成
間
年

度
を
め
ど
に

組
織
の

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
か
。

酋
鬱
4
つ
の
基
本
方
針

8

の
も
と
に
削
減
す
る
も
の
と
、

し
な
い
も
の
と
い
う
と
こ

ろ

で
協
議
を
し
て
い
る
。

④
都
市
開
発
･

企
業
誘
致

、.
J′　

一
般
質
問 歳入面に係る



一
般
質
問

任
と
保
護
者
で
確
認
さ
せ
た
い
。

問
題
が
あ
る
。

早
急
に
対

策

@

　"
通
学
路
の
安
全
確
保
を

　

を
講
じ
る
べ
き
だ
。

ま
た
、

ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ

ー

ダ
ー
の
設

置
が
県
よ
り

許
可
さ
れ
た
の
で
、

登

下
校

時
に
楼
区
を
巡
回
し
て
も
ら
う
。

夜
間

巡
視
や
町
内
歩
き

隊
の

人
と
情
報
を
交
換
し
た
い
。

酋
鬱
同

上
交
通
省
に
対

策

手首 て 炙援は 沁宴だ 。 集合的 に判断 L た ぃ
鴇
議

を
要
請
し
た
と
こ

ろ
、

今
年

度
中
に
ハ
ト

が
止
ま
れ
な
い

よ
う
に
防

御
ネ
ッ

ト
を

取
り

付
け
る
こ

と
に
な
っ

た
。

　　　
　
　　
　　
　　　　
　
　
　
　
　　　
　
　
　
　
　
　
　

、
子
育
て
の
世
帯
に
支
援
を

　

ゴ誠｢訓
じ
広
島
や

栃
木
で
命
を

　

　
　"た

奪
わ
れ
た
の
は

共
に
小

学
1

年
生
の
女
児
で
あ
う
た
。

学
校
か
ら
の

帰
り

道
、

‐

人
に
な
っ

た

所
を

襲
う

卑
劣

な
犯
行
に
強
い
憤
り
を
感
じ
る
。

遠
賀

町
で
も

決
し
て

他
人

事

と
受
け
止
め
る
の
で
は
な
く
、

早
急
に
町
内
の

通
学
路
の

危

険
個
所
の

調
査
、

地
域
や
保

護
者
と
の

連
携
を
緊
密
に
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

詞
砂
郵
便
局
の

配
達
員
に

　
　　
　
　

　

所

"

さ
り

　
　
　　

　

　
　

　
　

ノ
、

寵
さ
＼
導
一

　
　

　

　

＼
よ

ル

ね
〉

に
て

度
一

乙
例

三
年
ク

　

　
　

　

　
　
　
き
き
三

三

、

‐

　

　

　

見
回
っ

て
も
ら
っ

た
り
、

元

気
な
中
高
年
の
人
に

街
角
に

立
っ

て
も
ら
い
、

子
ど
も
た

ち
を
見

守
っ

て
も
ら
え
る
よ

う
各
区
に
お

願
い
し
て

み
て

は
ど
う
か
。

　　
　
、

べ
乳幼児医療費制度を
就学前まで拡充すべきだ

議坐員、

圃
砂
県
-
ト
に
さ
き

が
け
て

町
が
行
な
っ

て
い
る

乳
幼
児

号G)

医
療
費
制
度
の
5
歳
未

満
を

9遠賀町議会だより 99号

童
を
す

酋
鬱
2

年
前
か
ら

郵
便
局

更
に

拡
充
し
、

就
学
前
ま
で

り

引
き
上
げ
て
は
ど
う
か
。

よ　　

に
は
お

願
い
し
て
い
る
。

防

犯
の
一

環
と
し
て

黄
色
い

腕

章
を
つ
け
た

方
に

見
回
り
を

し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

町
内

歩
き

隊
に
も
意
識
し
て
見
回

っ

て
も
ら
え
る
よ
う

要
請

す

る
予
定
だ
。

酋
鬱
火
事
な
の
は

地
域
の

酋
鬱
拡
充

す
る
と
な

れ
ば

見
凹
り

や
不
審
者
の

情
報
を

共
有

す
る
こ

と
で
あ
る
。

通

学
路
に
は
先

行
し
て
防
犯

灯

も
設
置
し
て
い
る
。

約
9
0
0
万
円
の
予
算
が
必

要
と
な
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
周
知

で
き
て
い
な
い
良

い
単
独
事
業
が
た
く
さ
ん
あ
る
、

総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

田
圃
鬱
通

学
路
で
は

集
団

登
下

校
を
さ

せ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
通
学
路
の
衛
生
管
理
は

ぎ
罰
則)
新
年
度
に
お
い
て

実

最
終
的
に
一
人
に
な
る
児

童

も
い
る
の
で
、

学
校
職
員
に

こ

の
冬

休
み
中
に
危

険
個
所

が
な
い
か

調
査
す
る
よ
う
に

指
示
を
出
し
た
。

保

護
者
に

協
力
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、

来
年
度
は

進
級
時
に
家
庭
調

査
書
に

通
学
路
を
明

記
し
て

も
ら
い
、

家
庭
訪
問
時
に

担

施
さ
れ
た
い
。

峅
砂
遠
賀
中
･

島
門
小
に

通
う
‐

部
の
子
ど
も
た
ち
は
、

国

道
3
号

線
バ

イ
パ
ス

下
を

通
る
こ

と
に
な
る

が
、

陸
橋

下
に
ハ
ト

が
す
み
つ
き

道
路

に
フ
ン
を

落
と
し
、

衛
生
上
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薪 た な制度 であ り投射 t 、
も
し

　
　　

　ミ
障
害
者
自
立
支
援
法
の
対
応
は

議
員
)
今
ま
で
の
法
と
の
相

違
点
は
何
か
。

国
辱
1

点
目
は
、

身

体

知
的
･

精
神
の
3

障
害
に
対

応
す
る
福

祉
施
策
の
制
度

格

差
が
解
消
さ
れ
、

実
施

主
体

が
段
階
的
に
町
に
一
本
化
さ

れ
る
。

2

点
日
は
、

サ

j
ビ

ス

の
支
給
決

定
は
、

支
給
判

定
の

客
観
的
基

準
が
な
く
、

フ

ロ

セ
ス

が
不
透
明
で
あ
り
、

今
回
町
に

審
査
会

が
設

置
さ

れ
る
こ

と
で
、

障
害
者
程
度

区
分
が
客
観
的
尺
度
で

導
入

さ
れ
る
。

3

点
日
は
、

就
労

支

援
事
業
が

導
入
さ
れ
る
。

÷

点
日
は
、

国
の
費
用
負

担

責
任
が

強
化
さ
れ
、

利
用
者

に
も
応
分
の
負

担
が

軽
減
を

図
っ

た
と
で
課
せ
ら
れ
る
。

議
員
)
町
の
新
た
な

事
業
と

ば
旦(
体
的
に
何
か
。

嶺
榊
田
羽
目一
望

認
定
審
査
会
は

介
護
保
険
の

認
定
審
査
と
同

一
と
考
え
て
い
る
。

申
請
者

に

調
査
員

が
面
会
し
、

乃
調

査

項
目
に
よ
る
コ

ン

ビ
ュ
J

夕
判

定
の
-

次
審
査

後
、

審

査
会
を
開
き
、

‐
一
次
審
査
と

い
う
手
順
で
行
な
う
。

相
談
事
業
は
町
で

必
ず
や

ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業

で
在

宅
介
護
支

援
セ
ン

タ
ー

等
で

実
施
す
る
こ

と
を
検
討

し
て
い
る
。

議
員
)
移
送
サ
ー
ビ
ス

に
つ

い
て
は
い
か
が
か
,

一一

叢
-=

‐宅

“

‐

法
の

細
か
い

点

が
不
明
で
具
体
的
な

検
討
は

し
て
い
な
い
。

議
員
)
相

談
業
務
は
、

在
宅

介
護
支

援
セ
ン

タ
ー
で

検
討

と
い
う
こ

と

だ
が
、

介
護
サ

ー
ビ
ス

の

提
供
、

そ
の
上
で

の
諸
相
談
、

更
に
身
体
障

害

者
の
相
談
と
な
る
と

量
的
、

質
的
に
対
応
で
き
る
の
か
。

槌
蛔
汕
調"
自
害

介

護
保
険

法
の

改
正
に
よ
り
、

腿
年
4

H
か

ら
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー
に
高

齢
者
問
題
は
移
行
さ
れ
る
の
で
、

相
談

業
務
の

量
は

減
少
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

し
た

が
っ

て

障
害
者
相
談
は
可

能

と
考
え
て
い
る
。

議
員
)
相
談
員
の
資

格
に
問

題
は
な
い
の
か
。

塙
幅
曲
調
自
国"
社
会
福
祉
士
の

方
に
相

談
業
務
を
お

願
い
し

て
い
る
。

議
員
)
制
度
的
に
は

安
心
で

き
る
体
制
に
な
っ

た
よ
う
だ
が
、

今
後
は
応
分
の
負

担
が
つ
い

て
く
る

事
に
な
る
。

低

所
得

者
の
負
担
に
不
安
は
な
い
の
か
。

新
制
度
と
し
て
発
足
す
る
。

議
員
)
こ

の
制
度
は

弱
者
の

方
々

の
問

題
で
あ
り
、

慎
重

な
対
応
を
さ
れ
た
い
。

臼
輯
田
誤
自
国一

原
則
1

割
負

担

と
い
う
こ

と
に
な
っ

た

が
、

所
得
に

応
じ
て
4
つ
の
ラ
ン

ク

に
分
け
た
上
で
、

最
高

限

度

額
の

設
定
等
で
負

担
額
の

軽
減
が
図
ら
れ
る
。

議
員
)
申
請
手

続
き
は
い
っ

ど
の
よ
う
に
し
て

行
な
わ
れ

号Q〉

る
の
か
。

9

塙
嚇
賀
輻
雪
国
一

現
住

支
援
費
制

り

度
利
用
者
の
方
は
そ
の
ま
ま

想

み
な
し
で
“

月

套
で
に
決

議

定
さ
れ
る
。

新

規
の
方
は
4

町

月
1
日
よ
り

申

請
の

受
付
が

籟

は
じ
ま
り
、

蜷
月
1
日
よ
り

　　

　
は
濱

一
般
質
問

　　
　　
7‘
′1
t、

･
‘

..



え
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見

と

綱

力

と

大

貌

る

策

全

あ

施

の

で

画

　

　

題

計

改

課

進

体

要

推

一

重

立

位

最

自

後行財政の健全 ･ 効率 化 を 臼指す に は ｢歳 入 の拡大 ･ 歳出経費の削減 - が最重要課題で あ る と と も

総合計画に示す遠賀町の理想像に向け、 従来の行政運営を根本か ら 見直す ｢自立推進計画施策大綱｣

{

'

:

き

襲
爵
定
数
及
び

“
橇
圏
.

金
体
系

運
営
状
況

を
見
直
し
･

住

給
与
の
見
直
し

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
の

運
営
を

行
な
う
。

現
在
定
数
管
理
計
画
の
策
定
に
向
け

指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
と
し
て
、

て
検
討
中
。

町
立
図
書
館
を
平
成

逮
年
度
実
施
に
向

け

条
例
の

改
止
を
行
な
っ

た
。

今
後
他

す す ぐ 三"な にきふ き 三雲, 二
｣ 二 言･ . . ふき 良二トテニ

ま き超さ 弍さこ ぎにど
ぶきさき 章ふきふーふー凄ん篶誘導"精霊講話語義室詳言蕊≦
きざきき響き"ミ嘉さ宰主義導きミ導き議さミ講義讓雙謂ぷ轉さ轄壽諺讓讓薹ミ讓蓬き

組
織
･

機
構
の

響
き“

謎
委
員
会

‘
撻

墜
の
施
設
に
つ
い
て
も
検
討
o

′ = ;謳
　　

　 　 　

一-
‐

、、＼

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　遠賀町議会だより 99号

.

付
属
機
関
等
の
見
直
し

醸
態
毒
¥

襞
薹

襞
聾

改
革
案
に
沿
っ

て
そ
れ

ぞ
れ
の
所
管

財
産
の
見
直
し

こ
ぎ
誘
導
讓
-

で
検
討
中
。

もと,　電し
　　

(
仮
称
)
第
2
島
門
小

学
校
建
設
予

さ
ミ
ミ
“

ゞ
壽
慧
磁
醒
圏
岫

疋
地
の
活
用
も
具
体
的
に
な
り
、

そ
の

特
別
職
の
定
数

封
ぜ
『

及
び
報
酬
等

き
こ

の
見
直
し

ゞ

ふ
熟議か

　

　

　
　
　
　

　
　
　

選
か
ら

2
名
城
の

H
名

補
助
金
の
交
付
に
関
す
る
交
付

要
綱

選
か
ら

2
名
滅

轟
名

響き≦
、

議さ淺~

収
入
役
は
任
期
満

そ
廃
止

翻様
二

言
皺む

報
酬
に

さ
て
は
平
成

飴
年

薄対三

言語きき経

【

白
か
ら

四
役
は

ご
う

寵さゞな

さ
鹸

や
規
定
が
未
整
備
の
も
の

が
あ
り
、

F

敵翼
軒
業
評
価

、

ぷ
露

年
度
中
に
関
係
団
体
と
協
議
。

制
度
に

つ
い
て

競
撻
妻
淺
モ

ミ

き
襞
憑
圏
圏
霊

限
ら
れ
た
財
源
及
び
人
材
を
効
率
良

外
部
委
託
の
見
直
し

く
配
分
し
、

可

能
な
限
い

負
担
増
を
伴

な
わ
ず
サ
ー
ビ

ス

水
準
を
維
持
す
る
。

町
が
実
施
し
て
い
る
事
務
事
業
で

｢
民

事
務
事
業
の

｢
妥
当
性
、

必
要
性
、

問
企
業
･

団
体
｣

へ
の
委
託
に
つ
い
て
、

経
済
性
、

効
率
性
、

有
効
性
、

公
止
性
｣

効
率
の
良
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

委
託

の
観
点
か
ら
、

評
価
を
毎
年
行
な
う
制

の
方
向
で
検
討
中
。

度
を
導
入
す
る
た
め
、

平
成
1 8
年
度
か

ら

卸
年
度
ま
で
は
試
行
し
、

盟
年
度
か

　
　　

　
　

　
　
　

　

　
　
　
　
　

蛤
敗
醸
贓
潔

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

日

額
.

遠

検

を

に

全
す

、

展

源

健

示

議

発

財

の

に

審

域

存

政

面
を

広

依

財

計

革

の

、

行

合

改

来

中

後

稔

る

%
減
額

イ

ラ
ト

の

溌ききむき

見
直
し

導き武

三
＼
‐

‘

従
来
の
釣
り

天
会
と

｢
こ

畿ふし
対

震
寒
溺
さ
き
≧

、
尋

ぶ
團
幅
囲

う
本
格
的
に
実
施
。

じ

も
ま
弓
5
÷

を
顔
n
し

-
脊

寮ミニ~

祭
り

｣

と
し
て

実
施
ご

叩
民

選鱒
二

施
設
運
営
の
見
直
し

体
育
祭
は
ス

ホ
1
ツ
フ

エ

ス

壽｣ギ

タ
と

し
L

開

催

!
廳
群
纂
套

謹
釀

将
い

今

、

よ

ケ
ー

"
-

な

る

る

公
平
性
を
図
る
た
め

｢
使
用
料
、

料



なさJ
.

さ
ま

こそここ
、なさ

議
会
運
営
委
員
会
が
会
議
録
作
成

支
援
シ
ス
テ
ム
の
調
査
に
ー
･

平
成

甘
年

m
月

幻
臼
、

議

会

運
営
委
員
会
は
本
会

議
や

各

委
員
会
で
の
質

疑
の

議
事

録
作

成
を
効
率
よ
く
ス
ピ
ー

デ
ィ

に
す
る
た
め
、

最
新
設

備
を

導
入
し
て
い
る
静
岡

県

沼
津
市
議
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

議
会
で
は
、

複

数
の
発
言

者
が
同
時
に
発
言
す
る
場
合
や
、

自

然
会
話
が

混
在
し
て

止
し

く
聞
き

取
れ
な
い

場
合

が
生

じ
ま

す
。

し
か
し
、

そ
の
発

言
を

残
す
た
め

遠
賀

町
で
も

録
音
テ
ー
プ
を
と
り
、

議
事

録
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

沼

津
市
議
会
で
は
、

範
人

の

議
員
と

事
務
局

購
入
の
体

制
を
と
っ

て
い
ま
す

が
、

本

会

議
終
了

後
の
委
員

長
報
告

を

詳
細
に
し
て
い
る
の
で
、

会
期
中
に
テ
ー
プ

の
反
復
作

業
を

職
員
8
人
で
作

成
し
て

い
ま

す
。

時
間
も

(
時
に
は

徹
夜
)
経
費

(
時
間
外
手
当
等
)

も
か
か
る
の
で
、

音
声

認
識

シ
ス
テ
ム
の
利
用
を

決
定
し

た
と
の
こ

と
で
し
た
。

費
用
は
、

リ
ー
ス
代
と
し
て
5
年
間
で

約
2
5
0
0
万
円
か
か
っ

て

い
ま
す
。

導
入
し
た
効
果
と
し
て
は

数
時
間
で
テ
キ
ス

ト
化
で
き
、

今
ま
で
よ
り

経
費
及
び

時
間

の
削
減
が
出
来
た
。

し
か
し
、

会
議
録
を
残
す
た
め
の
作
業
は
、

外

部
に

委
託
し
て
い
る
の
で

会
議

録
の

形
式
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
で
は
、

議
会
の
発

y 壁 き 登 0

、 み
せ,き

ささ≦ 賀髪 録 に努ま褻で翼、 入 ず 5
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に

鹿
児
島
県
姶
良
町
を
視
察
I
･

、
広
報
調
査
特
別
委
員
会
が

◆
会
議
録
作
成
支
援

シ
ス
テ
ム
を
調
査

二言
の
内
容
を
早

急
に
確

認
す

る

必
要
が
現
時

点
で
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、

業
務
の

時
間
短

縦
や
議
事
運
営
の
効
率
ア
ッ

プ
に
は

十
分
役
立

つ
シ

ス

テ

ム
だ
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

議
会
広

報
調
査
特
別
委
員

会
は
、

昨
年
1 1
月

均
臼
、

福

岡
県
自

治
会

館
で
開
催
さ
れ

た
議
会
広
報

研
修
会
に

参
加

し
ま
し
た
。

研
修
テ
ー
マ
は
、

｢
議
会
広
報
を
発
行
す
る
目

的
を
再
認
識
し
よ
う
｣
と

｢
議

会
広
報
ク
リ

ニ
ッ

ク
｣
で
し
た
。

｢
『
議
会
広
報
を
発
行
す
る

日
刊
は
豊
か
な
社
会
、

目
標

.←‐-
｣
=
、

-
　　　　　

　
　　　 　

　 　　

　　　‐ 入訴訟
.･

.･ち
なも,
,　‐?"

す
き

、｣｣
-

｢
ゞ
ゞゞ

◆
姶
良
町
議
会
で
熱
心
に

研
修
に
取
り
組
む

は
読
み
や
す
さ
』
『
追
跡
記
事

は
目
的
の

実
現
』

で
、

‐

受

質
問
が
政
治
の
発
言
で
あ
る

な
ら
ば
、

そ
の
後
の

追
跡
が

取
り

と
げ
る
テ
ー
マ
は
、

ま

ず
一

般
質
問
で
の
発

言
を
行

政
に
実
現
さ
せ
る
こ
し
二
に
あ
る
。

｣

と
の
提
言
で
し
た
。

｢
議
会
広
報
ク
リ

ニ
ッ

ク
｣

で
は
、

｢
レ

イ
ア
ウ
ト
｣

｢
見

出
し
｣

｢
活
字
の
大
き
さ
｣
｢
写

ー
ル
で

優
秀

賞
を

受
賞
さ
れ

号　　

て
い
ま
す
。

9

研
修
内

容
は
、

姶
良
町

編

りよ

集
委
員
よ
り

｢
議
会

だ
よ
り

だ

編
集
方

針
8

項
日

を
中

心

訟

に
4

冊
の

-
議
会

だ
よ
り

一

町

を

察
し
い
た
だ
き
、

具
体

照

的
に
レ

イ
ア
ウ
ト

(
見
出
し
、

写
真
、

余
白
)
の
取
り
方
等
々

を
研
修
し
ま
し
た
。

ま
た
、

遠
賀

町
｢
議
会

だ

よ
り
｣
に

対
し
て
厳
し
い
ご

指
摘
も
い
た
だ
き
、

大
変

有

意
義
な
研
修
で
し
た
。

今

後
の

｢
議
会

だ
よ
り
｣

の
発

行
に
生
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。

頁
の

載
せ
方
｣
等
々

を

研
修

し
ま
し
た
。

今
後
の

遠
賀

町
｢
議
会
だ

よ
り

一

の
発
行
に
大
変
良
い

-
木
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、

編
集
内

容
の
充

実

を
区
る
た
め
、

1
月

灼
H
鹿

児
島
県
姶
良
町

議
会
を
訪
問

し
ま
し
た
。

姶
良
町

｢
議
会
だ
よ
り
一
は
、

平
成

蜷
年
4
月
号
で

第
灼
回

町
村

議
会
広

報
全
国
コ

ン

ク
.･
′′　



外
な

定しま し た 今後,
E

ず

、

ふ
ま

け

ら

　

　

を

て

し
し

行財政改革や 生 活基盤の整備を進め て参ります。
し い状況で あ りますが、 町 氏 の皆様がよ る安心 し て住め る町づく り に寂 々議員も

よ り 一層努力 して参ります。 皆様方の ご支援 ご協力を よ ろ しく お願い い た します‐

遠

、

嫌

、

き

は

は

づ

、
万

町

基

地

本

に

て

　

　

　

よ

計

と

年

の

然

昨

こ

依

は

発
行
/
福
岡
県
遠
賀
郡
遠
賀
町
議
会

編
集
/
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
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印
刷
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キ
タ
総
合
印
刷
株
式
会
社

霊無
　

　
　

,
ぶ
ん
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言
語

　
　

　
　

　
　

て
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叙勲伝達式が行なわれ木村隆治町長より表彰を、

仲野丈議長よ り記念品が贈呈されました。

　　
　
　

　

　
　

　　　

　
　

　

藤
卑

賀遠

固
執

　
　 　

　

旭

自

伝

大
正
%
年
、

昭
和

な
ら
ば
割
年
、

平
成

隔
年
新
し
い
年
が
明

け
を
。
昨
年
は
内
外
を
間

わ
ず
、

地
震
、

津
波
、

大
型
台
風
と
い
っ
彪

天
災
が
頻
繁
に
起
こ
り
、

我
が
国
で
は
ア
ス
ベ

ス
ト
問
題
、

愛
知
万
博
、

衆
議
院
解
散
総
選
挙

に
列
車
事
故
、

そ
し

て
児
童
殺
害
と
い
っ

を
人
災
に
よ
っ
て
多

<
の
人
命
が
失
わ
れ
を
。

そ
の
上
、

少
子
化
に

よ
る
人
□

減
少
が
頭

著
に
表
れ
憂
慮
す
べ

き
事
能
心
し
な
っ
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
耐
震

　

　
　

　

▼

‐

●

-
-
=-
▲
事

議

長

仲
野

丈

委

員

長

奥
村

守

副
委
員
長

森

繁
義

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

強
度
偽
装
、

許
し
難

い
大
き
な
社
会
問
題

で
あ
る
。

厳
し
い
国
家
試
験

を
ク
ソ
ア
レ
を
者
の

な
す
べ
き
業
で
は
な
い
。

な
ぜ
チ
ェ

ッ

ク
機
関

は
機
能
し
な
か
っ
存

の
か
?
、

悪
事
は
必

ず
露
呈
す
る
。

皆
心

す
べ
き
で
あ
る
つ
。

道
理
を
わ
き
ま
え
、

人
を
慈
し
淹
情
を
も
ち
、

ど
ん
な
厳
し
き
世
相

で
も
、

和
や
か
な
言

葉
の
交
わ
し
合
え
る
、

そ
ん
な
無
難
な
年
と

な
る
よ
う
願
い
を
い

も
の
で
あ
る
。
(
奥
村
)

遠賀町議会だより 99号

森

繁
義

田
平

征
四
郎

舛
添

清
美

堅
田

繁

三
原

光
広

謹んで年頭のお祝詞を申し上げます
遠賀町議会議員一同


